
患者の皆様へ

は、研究対象者の方に研究の参加を拒否する権利が保障されております。（オプトアウト）

この研究に関するお問い合わせなどありましたら、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。

尚、研究又は他の研究機関への患者さんのデータ提供は、研究実施許可日から研究終了日の期間に行います。

まで

　対象期間 2012年2月8日～2015年7月24日

　個人情報の取り扱い

2012年2月8日～2015年7月24日に「S-1による胃癌術後補助化学療法患者に対する成
分栄養剤(エレンタール)の有用性に関する第II相臨床試験」に参加された方

2023年9月28日

　問い合わせ先
　（研究責任者）

S-1による胃癌術後補助化学療法患者に対する成分栄養剤（エレンタール）の有用性
に関する第Ⅱ相臨床試験（OGSG１１０８）の追加観察研究　【OGSG１１０８ Follow】

診療記録

個人情報保護法に基づき、研究対象者の個人情報を厳格に保護する。担当者が症例
報告書および有害事象などの関連データを当該研究機関外に提供する場合は、研究
対象者の記載は研究対象者識別コードを用いるなど第三者が個人を特定できないよう
にする。

市立豊中病院　消化器外科
 今村　博司
TEL：　06-6843-0101

対象とする臨床試験実施後の症例の予後等を調査する。　方法

　研究の名称

　研究対象

2024年9月30日

　対象材料

「S-1による胃癌術後補助化学療法患者に対する成分栄養剤(エレンタール)の有用性
に関する第II相臨床試験」における長期治療成績（全生存期間）を評価すること、およ
び、エレンタール受容性の予測因子を探索する。OGSG1108試験登録患者の長期治療
成績が明らかとなり、胃癌術後補助化学療法患者に対する成分栄養剤による介入と
予後の関係および、エレンタール受容性に関与する因子が明らかとなれば、新たな胃
癌周術期支持療法に示唆を与えるものと期待される。

　研究の目的意義

当院では、保有する既存試料・情報を用いて下記の研究を実施しております。このような研究の実施に当たって

記

　研究機関名

　研究実施許可日

　研究終了日

　市立豊中病院


